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調査概要 

 

１ 調査目的 

本市では、健康で健康で生きがいのある長寿社会の実現を目指して、高齢者福祉計画・介護保

険事業計画、認知症施策推進計画を策定し、高齢者福祉や介護保険事業を推進しています。 

令和９年度から始まる新たな計画を策定するにあたり、市民の生活実態や自立した生活を送る

うえでの課題等を把握し、地域に適した施策を推進するため、アンケート調査を実施しました。 

 

２ 調査対象 

〇一般高齢者向け調査 

65歳以上、総合事業対象者、要支援認定者のいずれかに該当する方 2,000名 

〇居宅サービス利用者 

要介護認定を受けて、在宅で介護保険サービスをご利用されている方 500名 

 

３ 調査期間 

令和７年 11月 25日（火）～12月 16日（火） 

 

４ 調査方法 

郵送配布・郵送回収及び WEB回答 

 

５ 回収状況 
 

 配布数 有効回収数 有効回収率 前回調査回収率 

一般高齢者 2,000 1,468 73.4％ 68.5％ 

居宅サービス利用者 500 294 58.8％ 41.2％ 
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調査結果 

１ 調査回答者 

一般高齢者は「本人」が 95.0％、居宅サービス利用者は「家族」が 72.8％ 

 
２ 調査対象者 

（１）性別 

一般高齢者も居宅サービス利用者も女性が半数以上を占める。 

 

（２）年齢 

一般高齢者は「75～79歳」が 28.1％と最も多く、居宅サービス利用者は「85歳以上」が

半数以上を占める。 
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16.7

3.3

72.8

0.1

0.7

1.7

9.9
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一般高齢者(n=1,468)

居宅サービス利用者(n=294)

本人 家族 その他 回答なし
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19.7

19.4

14.4
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（３）就労状態 

男女とも、「引退した」が最も多い。女性は「職に就いたことがない」が男性よりも高く

なっている。 

 

（４）要介護度 

一般高齢者は「認定を受けていない」が最も多い。 

居宅サービス利用者は、「要介護１」が最も多く、重度になるほど比率は下がる。 

 

 

 

10.1

6.4

13.4

52.2

62.2

45.6

4.3

7.2

1.9

14.6

13.9

15.7

6.1

6.1

6.2

0.6

0.8

0.5

7.4

2.6

11.5

4.7

0.8

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

男性

女性

職に就いたことがない 引退した

常勤 非常勤

自営業 求職中

その他 回答なし

88.3

0.4

3.7

3.3

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般高齢者

(n=1,468)

認定を受けていない 事業対象者 要支援１ 要支援２ 回答なし

25.9 22.1 14.6 12.2 11.9 0.7 12.6
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居宅サービス利用者(n=294)

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４
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３ 生活の状況 

（１）家族構成 

一般高齢者は「夫婦二人暮らし」、居宅サービス利用者は「その他の世帯」が最も多い。 

 
注）（※）は一般高齢者のみの選択肢。（*）は居宅サービス利用者のみの選択肢。 

 

（２）介助の必要性 

一般高齢者は「介助の必要性がない」は 88.1％ 

 

  

17.4

21.8

42.2

24.8 4.4

4.2 29.6 5.1

29.6

1.4

19.4
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一般高齢者(n=1,468)

居宅サービス利用者(n=294)

ひとり暮らし 夫婦二人暮らし

本人と配偶者以外の高齢者のみの世帯（*） 夫婦２人暮らし（配偶者が64歳以下）(※)

息子・娘との２世帯（※） その他の世帯

回答なし
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現在何らかの介護を受けている 回答なし
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（３）週１回の外出について 

年齢が上がるほど週１回以下の外出頻度となり、85歳以上では 39.1％ 

 

（４）健康状態 

健康状態は年齢が上がるにつれて“よくない”が増える。 
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４ 認知症について 

（１）認知症イメージ 

認知症は「だれもがなる可能性がある」「身近に感じられる病気」が６割前後を占める。 

 

（２）身近に認知症状がある人はいるか 

認知症状がある人が身近にいる割合は 9.5％ 
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その他

よくわからない
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（３）認知症のご本人の変化に誰が最初に気づきましたか（居宅サービス利用者） 

認知症の変化に気づいたのは「家族」が 76.7％ 

 

 

（４）認知症に気づくきっかけ（居宅サービス利用者） 

「同じ事を何度も言ったり、聞いたりするようになった」が 58.3％ 

 

 

 

8.3 76.7
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ケアマネジャー 介護サービス事業所の職員
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行き忘れ・しまい忘れが多くなった

同じ事を何度も言ったり・聞いたりするように…

食事したことを忘れるようになった

計算の間違いが多くなった

物の名前が出てこなくなった

慣れた道で迷うようになった

言葉の意味が分からず会話がうまくできなくなった

バス・電車等を利用して一人で外出できなくなった

家事が以前のようにできなくなった

道具や電化製品の扱いが分からなくなった

ささいなことで怒りっぽくなった

お金や物が盗まれたと言うようになった

人に会うのを避けるようになった

その他
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（５）自分が認知症になったときの不安 

自分が認知症になったときの不安は「今まで通りの生活ができなくなる」「家族に負担を

かける」が多くなっている。 
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57.2

69.6

24.5

20.4

64.5

32.5

24.5

22.4

30.9

15.4

30.8

11.5

44.4

3.5
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家族や大切な思い出を忘れてしまうのではないか

これまでできていたことができなくなって

しまうのではないか

今まで通りの生活ができなくなるのではないか

治療しても症状は改善しないのではないか

どこに相談すればいいか分からないのではないか

家族に身体的・精神的負担をかけるのではないか

経済的に苦しくなるのではないか

現在の住まいで生活できなくなるのではないか

介護施設が利用できないのではないか

家への帰り道が分からなくなったり

するのではないか

詐欺等の被害に遭ったりするのではないか

閉じこもりがちになるのではないか

差別や偏見を受けるのではないか

家族以外の周りの人に迷惑をかけて

しまうのではないか

その他
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（６）家族が認知症になったときの不安 

家族が認知症になったときの不安は「家族に負担をかける」「周囲に迷惑をかける」が多

い。 

 

（７）利用したい認知症施策 

利用したい認知症施策は「高齢者あんしん相談センター」が 47.1％と最も多い。 
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2.8
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治療しても症状は改善しないのではないか

どこに相談すればいいかわからないのではないか

家族に身体的・精神的負担をかけるのではないか

経済的に苦しくなるのではないか

現在の住まいで生活できなくなるのではないか

介護施設が利用できないのではないか

家への帰り道が分からなくなるのではないか

詐欺等の被害に遭ったりするのではないか

閉じこもりがちになるのではないか

差別や偏見を受けるのではないか

周りの人に迷惑をかけてしまうのではないか

その他
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19.3
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6.5

11.1
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27.1
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高齢者あんしん相談センター

認知症初期集中チーム

認知症サポーター養成講座

あんしんカード

見守りＧＰＳ高齢者情報提供サービス

成年後見制度

認知症高齢者等個人賠償責任保険

その他

利用したいものはない

よくわからない
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（８）充実してほしい認知症施策 

一般高齢者が充実してほしいというほとんどの施策で多くなっている。特に「認知症に

ついて相談できる窓口」が 47.0％と半数近くを占める。 

居宅サービス利用者は「医療機関の機能強化」が最も多い。 

 

 

 

 

  

17.8

21.8

26.6

20.9

47.0

35.7

31.3

8.2

20.9

23.5

32.7

0.7
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9.2
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17.3

16.0
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22.8

27.6

4.8

10.9

13.9

24.1

4.8

16.0
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認知症についての普及啓発

認知症の正しい知識を学ぶ講座の開催

認知症を理解してくれる人を増やす

認知症の方の介護方法等の資料の提供

認知症について相談できる窓口
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医療機関の機能強化
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認知症グループホームなどの介護施設整備

その他

よくわからない

一般高齢者(n=1,468) 居宅サービス利用者(n=294)
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５ 犬山市の高齢者施策全般について 

（１）元気で生活するためにしている活動 

元気で生活するために「散歩（ウォーキング）」が最も多く 60.4％ 
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その他



12 

（２）充実してほしい高齢者施策 

一般高齢者は「医療の充実」が最も多く、「医療・介護・住まい等の総合的な体制の充実」

「健康づくりと介護予防の推進」「家族介護に対する支援」「介護サービスの充実」が多

い。 

居宅サービス利用者は「家族介護に対する支援」が 46.9％と最も多く、「介護サービスの

充実」「医療・介護・住まい等の総合的な体制の充実」「高齢者生活支援事業の充実」が多

くなっている。 
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34.7

16.5

32.3

25.6

4.1

48.2
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29.3

35.4
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4.1
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2.4
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3.4
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健康づくりと介護予防の推進

医療の充実
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居住環境の整備

介護保険以外の施設サービスの充実

防犯・防災・交通安全対策の推進

権利擁護の取り組みの充実

医療・介護・住まい等の総合的な体制の充実

高齢者虐待防止ネットワークの充実

認知症対応の充実

家族介護に対する支援

ボランティア活動の推進

介護サービスの充実

入浴訓練

その他

一般高齢者(n=1,468) 居宅サービス利用者(n=294)


